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鈴 木 茂(松 山大学)

イギ リスのサイエンスパーク

情報通信技術 と高速輸送手段 の発達 は国民

経済の枠組 を越えた世界経済の急速 な発展 を

促 し,先 進資本主義諸 国にお いては 自国資本

の多 国籍企業化 に伴 う産業空洞化 が進行 し,

産業の国際再配置に対応 した 国際競争力の強

化を迫 られ てい る。 このため,各 国は経済構

造全体の知識集約化 を図る とともに,在 来型

産業か らハ イテク型産業への転換 を重要 な政

策課題 として設定 し,大 学 ・研究機 関 と産業

界 との連携 による新産業 の創 出0ハ イテク産

業が集積 した知的 クラス ターの形成 に取 り組

んでいる.

大学 ・試験研 究機関の研究成果 を産業部門

に積極的に移転 して技術先端型産業 の育成 を

図るハイテク型開発政 策が 開始 されるのは戦

後 になってか らであ り,そ の典型が アメ リカ

の ス タン フ ォー ド大 学 の リサ ーチ パ ー ク

(StanfordResearchPark,1951年 建設開始)

であ る.こ うした大学 ・試験研究機関 とハイ

テク型産業が集積 した知的クラスターをサ イ

エ ンスパー クと呼 んでいるが,日 本のテクノ

ポ リス,フ ランスのテ クノポール,イ ギ リス

のサ イエ ンスパ ーク等がその例 であ る.シ リ

コンバ レー,ル ー ト128,リ サ ーチ トライア

ングルな どのアメリカのサイエ ンスパークに

ついてはよく紹介 されているが,ヨ ー ロッパ

のそれについては一部 を除いてあま り知 られ

ていない1.

イギ リス のサ イエ ンスパ ー ク につ い て は清

成忠 男氏 が ケ ンブ リッジ ・サ イエ ンス パー ク

(Cambridge Science Park,以 下CSPと い う)

を典 型 例 と して!986年 当 時 イ ギ リス全 体 で

20ヶ 所 以上 のサ イエ ンスパ ー クが あ る こ とを

指摘 した が,詳 細 につ い て は述 べ られ て い な

い2.ま た,イ ギ リス のサ イエ ンス パ ー クが

その 後 どの よ うな 展 開 を した のか に つ い て も

ほ とん ど紹 介 さ れ てい ない 。筆 者 の調 査 で は�

2001年 現 在,イ ギ リスサ イエ ンスパ ー ク協会

(TheUnitedKingdomScierkceParlz

Assoc藺tionO以 下UKSPAと い う)に 加 盟 し

て い るサ イ エ ンス パ ー クは 約60ヶ 所,立 地

企業 約1700社,雇 用 者 数 約3万8000人 に の

ぼっ て い る 。 この 他�KSPAに 加 盟 して い

ないパ ー クが あ り,UKSPAは,2003年 現 在,

全 体 で100に の ぼ る と推 測 して い る31.

以下で は,イ ギ リスのサイエ ンスパ ークの

中で最 も成功 したサ イエ ンスパ ークとして評

価 されているCSPに ついて紹 介 したい.

ケ ン ブ リ ッジ ・サ イ エ ン スパ ー ク

CSPは ケ ンブ リ ッジ市 の はずれ北 東 部,

ルー トA14とAllが 交差するあた り,シ テ ィ

センターか ら車 で10分 ほ どの交通至便 の と

ころにある.パ ー ク入口にはパ ーク全貌 と入

居企業 を示す案 内板 が設置 されてい る(写 真

1参 照).CSPは ヨー ロッパ のサイエ ンスパ

ークの中で も最 も歴史が古 くかつ大 きなサイ

エ ンスパー クとして高 い評価 を得ている.

CSPは ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 を 構 成 す る

Trini七yCollegeに よ っ て1970年 に 開設 さ れ

たサ イエ ンスパ ー クで あ る.ケ ンブ リ ッジ大

学 は31の カ レ ッ ジか ら構 成 され,全 体 で81

人 の ノ ーベ ル賞 受 賞 者 を輩 出す る ワー ル ドク

ラス の 大 学 で あ る こ と は よ く知 られ て い る

が,Trinity Collegeは750年 前 に開 設 され た

Collegeで あ り,長 い 歴 史 を有 す るケ ンブ リ

ッジ大 学 の 中で もそ の 歴 史 と科 学 的伝 統 を誇

って い る.Trini七yCollegeは,「 万 有 引 力 の
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写真1ケ ンブリッジ ・サイエンスパーク

法 則 」 を 発 見 し た ニ ュ ー ト ン(Isaac

Newton)等 の 著 名 な科 学者 を輩 出 し,ノ ー

ベ ル賞受 賞者 が31人 に ものぼ る.

TrinityCollegeがCSPを 建設することに

なった契機は,1964年 に政権についた労働党

政府が,基 礎研究への投資,高 等教育の拡大,

新技術 開発 の成果 を社 会に還元するために,

大学に対 して産業界 との連携 を強めることを

要求 したことである.ケ ンブリッジ大学はこ

れ に答 えてMottCommittee(委 員長Sir

NevilMottつ を組織 した.委 員会は1969年

に報告書を提出 し,大 学は科学に基礎 をおい

た産業(science-based-industry)を ケ ンブ

リッジ地域 に集積 させ,科 学的専門知識 ・研

究機器や研究機関が集中 しているメ リッ トを

最大 限に活か し,ケ ンブ リッジの科学 コミュ

ニテ ィへ のフィー ドバ ックを拡大す るよう提

案 した.

MottCommitteeの 報 告 を受 け てサ イエ ン

ス パ ー ク の 建 設 に 着 手 した の がTrinity

Collegeで あ る.TrinityCollegeは1546年 に

創 設 され た 時,国 王 ヘ ン リー8世(King

HenryV皿)が 寄 贈 した土 地(61.5㌶)を ケ

ンブ リ ッジ市 郊外 に保 有 してい た.こ の土 地

は第 二次 大戦 前 には 農地 と して,第 二次大 戦

中は ア メ リカ軍 に徴 用 され,ヨ ー ロ ッパへ の

軍用車両や戦車の搬送基地 として利用 されて

いたが,戦 後返還 された後は放置 されていた.

TrinityCollegeは この土地 を活用 してサイエ

ンスパークを建設することとした.サ イエン

スパー クのアイデアは,ス タンフォー ド大学

が開設 した リサーチパ ークをもとにアメリカ

で60年 代 に生 まれた ものである.当 時,サ

イエ ンスパークとしてはスタンフォー ド大学

の リサ ーチパ ー クが成 功例 と して存在 しO

CSPの モデルとなった.

TrinityCollegeはCSPを1970年 に 開設 し

たが,開 発 許 可 を得 た1971年 か らCSPの 本

格 的 な建 設 に着 手 した.CSPの 建 設 が 開 始

され る と1970年 に は早 くもIBMが073年 に

はLaserscanが 立 地 した.し か し0サ イエ ン

スパ ー クの 概念 が一 般 的で は なか った ことか

ら,最 初 の5年 間 は立 地 企業 が少 なか っ た.

大 学 の科 学研 究 に接 近 で きる こ とに魅 力 を感

じた多 国籍 企業 の イギ リス子 会社`'が 立 地 し

た が,70年 代 の立 地 件数 は決 して多 くな く,

70年 代 末 まで に25社 が 立 地 す るに と どま っ

た.な お,イ ギ リ ス にお い て70年 代 に建 設

が 開 始 され た サ イエ ン スパ ー ク と して は,

CSPの 他 に はHeroit-WattUniversity

ResearchParkが あ るにす ぎない.

イギ リスにおいてサイエ ンスパークの建設
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が本格化す るの は80年 代 になってか らであ

る.CSPに 私企業 の立 地が増大 し,知 的 ク

ラス ターが形成 されは じめた。80年 代初期 ま

でに技術的人的 ミニ クラス ターが形成 され,

研究 センター としての ケ ンブリッジの魅力が

企業 を惹 きつ けは じめたので ある.80年 代に

立地 を促 進 した要 因 として,1984年 にThe

Trini七yCentreを 開設 してパ ークで働 く人々

のための懇談や会食施設,会 議室な どを整備

して立地企業 に対す る支援業務 を開始 した こ

と,さ らにベ ンチ ャー キャピタル3iや コンサ

ルタン ト会社CambrideConsultantsが 立地

し,大 学 スタッフに よる起業化,既 存企業か

らのス ピンアウ ト,さ らには共同事業による

ベ ンチ ャー企業 の誕生 を支援 したか らであ

る。1986年 には新規創業 を支援す るケ ンブリ

ッジ ・イノベー シ ョン ・セ ンターが開設 され

た.

1990年 代 になる とCSPは 知的 クラスター

として世界 の注 目を集める ようにな り,多 国

籍 企業 の子 会社 が立 地 しは じめ た。 また,

CSPの 成功 が引 き金 とな り�T イエ ンスパ
ー ク の 建 設 が ケ ン ブ リ ッ ジ シ ャ ー

(C ambri dgeshire)に 拡大 し,イ ギ リスの代

表的 な知 的クラス ター を形成 することになっ

た.90年 代末 には1200の ハ イテ ク企業が集

積 し,従 業 員数 は3万5000人 にのぼ り,施

設に対す る要求が さらに増大 した.ケ ンブ リ

ッジのあ らゆ る場所 でス ター トアップ を支援

するための イ ンキ ュベ ー ト施設が整備 され,

イギ リスのベ ンチ ャーキ ャピタルや域 内で設

立されたベ ンチ ャー ・ファン ドが劇的に増大

した.特 にCSPに は ライフ0サ イエ ンスが

急速 に成長 し,支 配 的セ ク ター とな った 。

1999年12月 にはCSPの 立地企業 は64社,従

業員数 は約4000人 を数えた.

2004年 現在,表 に示 す よ うに,csPの テ

ナン ト企業数 は67社,従 業員数 は4800人 に

のぼ り,典 型的 な知的 クラスターを形成 して

いる.

同パ ークに立地で きる企業は制限 されてお

り0テ ナ ン ト企業の大半 は研 究開発機調であ

る。 すなわち,立 地企業 は工 業生産 と結合 し

た研 究機 関あるい は大学の研 究 と密接 に結合

した試験生産 を専門 とす る会社 である.日 本

企業 の中で は,東 芝 がCSPに ヨー ロ ッパ に

お け る 研 究 開 発 拠 点 を 設 置 し て い る

(ToshibaResearchEuropeLomited,

TREL)。 その ほかで は,ベ ンチ ャー キ ャピ

タルやス ター ト ・ア ップを支援す るコンサ ル

タン ト・特許会社 が立地 している.Nappと

HeraeusNoblelightを 例外 と して製造 業 は

表 ケンブ リッ リ ・サイエンスパークの業種別テナ ン ト企業数

業 種 テナン ト企業数

農業及び生物工学 18

IT・ エ レク トロニ クス 14

IT・ ソ フ トウエ ア 13

医療機器及び医薬品 2

製薬 ・化学系多国籍企業の子会社 4

法務及 びビジネス ・サービス 3

試験機器 ・試薬 3

コ ンサ ル タ ン ト ・出版 6

電気通信 2

ベ ン チ ャー キ ャ ピ タル 2

合計 67

(出 所)Dr.Pa七rick Horsleyか ら の 聞 き取 り調 査 よ り(2004年8月).
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立地 してい ない.Nappは メー カーとはい っ

ても医師の処方 によってのみ販売が許 され る

特殊 な医薬品の研究 開発 ・製造 ・販売事業 を

行 っている製薬会社であ り,CSPの 中で も

個性 的でモダンな施設 を建設 している(写 真

2参 照).ま た,HeraeusNoblelightは,科

学や産業用,と くに,レ ーザー装置用不活性

ガス充填フラッシュランプのデザイ ンか ら製

造 まで手がけている研究開発型企業である.

TrinityCollegeは,研 究施設を建設 してテ

ナ ン トに貸 し付けるが,貸 与の方法 は一様で

はない.貸 与 の形 態 を大 き く分 ける と,①

TrinityCollegeが 独 自に施設 を建設 して貸与

する もの,② 立地予定企業の希望を入れなが

ら施設 を設計 ・建設 し,貸 与す るもの,③ 土

地を貸与 し,施 設の建設 ・管理 を立地企業 自

体が行 う,3つ の方法で貸与 されている.ま

た,貸 与 の方法,貸 与期間は多様であ り0ス

ターアップ企業や創業準備段 階にあるものは

3年 か ら9年 リース,特 注ユ ニ ッ トは25年

リース0テ ンナン ト自身による開発の場合は

長期の土地貸与 となっている.な お,テ ナ ン

ト料 はマーケ ット ・ベースでの貸与 を特徴 と

している餌.日 本のテクノポ リス地域等で建

設されたサイエ ンスパークは,国 からの補助

金の交付 を受 けて建設 され,市 場価格 よりも

安価 に(立 地企業に とって有利 な条件で)貸

与 されてい ることと対照的である.

TrinityCollegeの 役割は,大 学 との連携や

相互交流の促進,セ ミナーなどの開催 ベ ン

チ ャー企 業 に対 す る研 究 支援,年2回 の

CSPの ニュースレター("Catalyst")の 発行,

会議場や会議施設の準備,パ ークの景観維持

であ り0テ ナ ン ト料 は通常の商業 レイ トであ

り,官 僚主義に陥ることを最大限抑制 してい

る.CSPの 管理 は,地 域 の資産管 理専 門会

社Bidwellsが 担当 している.

ケ ンブ リ ッジ ・テ クノポ ール

CSPの 成 功 は イ ギ リス に お い て サ イエ ン

スパ ー クに対 す る 関心 を高 め る契 機 とな り,

ケ ンブ リ ッジ シャー(Cambridgeshire)に

サ イエ ンスパ ー クが 相次 い で建 設 され,広 域

にわ た る知 的 クラ ス ター が形 成 され て い る.

当 該 地 域 に はCSPの 他,StJhhn's

InnovationCentre,GrantaTechnology

Park,BabrahamInstitute,Melbourne

SciencePark,PeterhouseTechnologyPark,

CambridgeResearchPark,Cambourne

BusinessPark,ChesterfordResearchPark

な ど,多 様 なサ イエ ンスパ ー クが建設 され て

騨
。
艶

胴 量

写 真2Napp Pharmaceuticals
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い る.そ の結 果,こ の 地域 は ケ ンブ リ ッジ ・

テ ク ノポ ー ル(CambridgeTechnopole)と

呼 ばれ てい る.

サ イエ ンスパ ー ク に対 す る 関心 を高 め た も

う一 つ の要 因 は,1985年 に 発 表 され た コ ンサ

ル タ ン ト 会 社SQw(SegalQuince

Wicks七eedI.imi七ed)の 調 査 報 告 書

("CambridgePhenomenon")に よ って,ケ

ンブ リ ッジ大 学 を は じめ とす る大 学 ・研 究 機

関 と連 携 して350社 に もの ぼ るハ イ テ ク企 業

が ケ ンブ リ ッジ地 域 に 集積 して い る こ とが 明

らか に され た こ とで あ る.SQWは2003年 に

再 度 ケ ンブ リ ッジ地域 に お け るサ イエ ンスパ

・―ク とハ イ テ ク産 業 の 集積 状 況 に 関す る調 査

レポ ー ド を発 表 した.

ま た,St.John'sInnovationCentreL七d

が 行 った最 近 の 調 査 に よれ ば0ケ ンブ リ ッ

ジ市 とそ の周 辺 地域 にお い て ハ イ テ ク企業 の

イ ノベ ー シ ョ ン活 動 が 活 発 に 行 わ れ て お り,

ケ ン ブ リ ッジ ・テ ク ノポ ー ル は ケ ン ブ リ ッジ

市 を 中心 とす る約20マ イ ル 圏 に ひ ろ が っ て

い る.ケ ンブ リ ッ ジ ・テ ク ノポ ール はイギ リ

スで も最 も成 長 率 の 高 い地 域 の一 つ で あ る イ

ー ス ト ・イ ン グ ラ ン ド(EastEngland)の

一 地 域 で あ る
.こ の地 域 は 面積17万6千 ㌶,

人 口45万4千 人 に の ぼ る 地 域 で あ り0ケ ン

ブ リ ッジ大 学 を中心 とす る3つ の 大 学 を中心

にe3500社 の ハ イ テ ク企 業 とハ イ テ ク企業 の

従 業 員が5万 人 に の ぼ っ てい る。 この地 域 に

集 積 して い る ハ イ テ ク企 業 の 中核 的技 術 は,

情 報 技 術,移 動 通 信,バ イ オ テ ク ノ ロジ ー,

エ レ ク トロ ニ クス,機 器,ナ ノ テ ク ノ ロジ ー,

イ ンク ジ ェ ッ トプ リ ン トな どで あ る.イ ー ス

ト ・イ ン グ ラ ン ドの 成長 は ケ ンブ リ ッジ ・テ

クノ ポー ル 地域 の活 力 に よって もた らされ て

い る91.

注

1)世 界 のサ イエ ンスパ ークについて紹介 した も

の と し て は,M.CastellsandP.Hal1L 1994],

Techn(>polesof theWorld,MADorghameded

L2004」,InternationalTech nologyMnagement,

Volume 28,Nos.3/4/5/6,が あ る,

2)清 成 忠男[1986],『 地域産業政策』東京大学出

版会.

3)UKSPAhttp;//www,ukspa.org.uk/.イ ギ リ

ス の サ イ エ ン ス パ ー ク に つ い て は,鈴 木 茂

[2004],「 イ ギ リ ス の サ イ エ ン ス パ ー ク 」 松 山 大

学 『松 山 大 学 論 集1第16巻0第1号,2004年12

月,参 照.

4)当 時Cavendishの 実 験 物 理 学 教 授 。
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